
 

 

北陸新幹線敦賀・新大阪間の整備に関する意見書 

 

整備新幹線の建設は、国内の地域間交流圏を著しく拡大させ、沿線地域の産

業、経済の発展等の地域活性化に大きく寄与するだけでなく、我が国の経済全

体の活性化や国土の均衡ある発展を図る国家プロジェクトである。その中でも

北陸新幹線は、大規模災害時においては東海道新幹線の代替補完機能を有する

とともに、日本海側国土軸の形成に必要不可欠なものである。 

しかし、概算事業費が当初試算から大きく膨らみ、工期も 15 年から最長 28 年

に伸びることが国土交通省から報告され、当初の着工に係る前提条件に大幅な

変更が生じている。 

府民からは、京都市の地下水や建設発生土の運搬に伴う生活環境への影響の

ほか、中北部地域では、京都丹波高原国定公園の自然環境、芦生の森などの水源

地などへの影響、南部地域では、車両基地の建設、明かり区間の用地買収などに

よる生活や農産業への影響について懸念の声がある。 

ついては、京都府民が納得を得られるよう国において説明責任を果たされる

とともに、京都府民が負担に見合った受益を享受でき、京都府にとって最適な

事業となるよう、今後、次の事項に配慮の上、慎重に進められたい。 

 

１ 京都丹波高原国定公園への影響とトンネルが縦断することによる由良川水

源地に与える影響 

２ 大量に発生する建設発生土の処分地確保と運搬 

３ 地下トンネル工事が京都の地下水の水量と水質に与える影響 

４ 京都駅周辺の駅部工事期間中の交通渋滞等 

５ 京都の文化・歴史的建造物や茶道などの伝統文化等への影響 

６ 車両基地予定地域の治水への影響 

 

 以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 
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